
 2002-1
 

 

 

 鉄 道 事 故 調 査 報 告 書
 

 

 

 

 

 Ⅰ 上田交通株式会社別所線城下駅～三好町駅間列車脱線事故 

 Ⅱ 東武鉄道株式会社東上本線武蔵嵐山駅～森林公園駅間列車脱線事故 

       　

       　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成１４年 ４ 月２６日

 

 

 航空・鉄道事故調査委員会



 

 

 

 

 

 

 

   本報告書の調査は、上田交通株式会社別所線城下駅～三好町駅間列車脱

 

 線事故及び東武鉄道株式会社東上本線武蔵嵐山駅～森林公園駅間列車脱線

 

 事故の鉄道事故に関し、航空・鉄道事故調査委員会設置法に基づき、航空

 

 ・鉄道事故調査委員会により、鉄道事故の原因を究明し、事故の防止に寄

 

 与することを目的として行われたものであり、事故の責任を問うために行

 

 われたものではない。

 

 

 

 

 

 

 

 

                               　　航空・鉄道事故調査委員会

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　佐　藤　淳　造



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅰ 上田交通株式会社別所線城下駅～三好町駅間

 列車脱線事故
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 1 -

鉄道事故調査報告書

鉄道事業者名：上田交通株式会社

事 故 種 類：列車脱線事故

発 生 日 時：平成１３年１０月２８日 １７時３９分ごろ

発 生 場 所：長野県上田市

別所線城下駅～三好町駅間
しろした

石田２号踏切道(第４種踏切道)付近

平成１４年４月５日

航空・鉄道事故調査委員会(鉄道部会)議決

委員長 佐 藤 淳 造

委 員 勝 野 良 平

委 員 佐 藤 泰 生(部会長)

委 員 中 川 聡 子

委 員 宮 本 昌 幸

委 員 山 口 浩 一

１ 鉄道事故調査の経過

１.１ 鉄道事故の概要

上田交通株式会社（以下「同社」という ）の別所線上田駅発別所温泉駅行き２両。

編成の下り普通第３７列車（以下「本件列車」という ）は、平成１３年１０月２８。

日（日）、ワンマン運転で乗客約５０人を乗せて城下駅を発車し、速度３５～４０

km/hで進行中、１７時３９分ごろ、石田２号踏切道（以下「本件踏切」という ）に。

おいて、進行方向左側から進入してきた軽自動車を本件踏切手前約２０ｍで発見し、

非常気笛を吹鳴するとともに非常ブレーキを使用したが間に合わず、軽自動車と衝突

、 （ 「 」 。） 。し 先頭車両の前台車第１軸 以下 第１軸 という が進行方向左側に脱線した

本件列車は、本件踏切から３１ｍ行き過ぎて停止した。

本件列車の乗客及び運転士に死傷はなかった。軽自動車には運転者だけが乗車して

いたが、軽傷を負った。

軽自動車は大破し、本件列車は軽微な損傷であった。
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１.２ 鉄道事故調査の概要

航空・鉄道事故調査委員会は、平成１３年１０月２９日、本件事故の調査を担当す

る主管調査官１名を指名した。

平成１３年１０月２９日、現場調査を実施した。

原因関係者から意見聴取を行った。

２ 認定した事実

２.１ 運行の経過

事故に至るまでの経過は、本件列車の運転士（以下「運転士」という ）の口述に。

よれば、概略次のとおりであった。

当日は、下之郷駅１３時４５分発第２３列車から上田駅２２時５３分発第

１０７列車までの乗務予定であった。

本件列車は、１７時３６分に上田駅を出発し、城下駅で上り第３６列車と行き

違いを行った後、定刻（１７時３８分）に出発し速度３５～４０km/hで力行運転

中であった。

石田１号踏切道手前の気笛吹鳴標識（上田駅起点１ｋ０３７ｍ（以下「上田駅

起点」を省略 ）に従い気笛を吹鳴し、石田１号踏切道を通過後、軽自動車が。）

本件踏切に進行方向左側の建物の陰から進入してくるのを本件踏切手前約２０ｍ

で発見し、非常気笛を吹鳴するとともに非常ブレーキを使用したが間に合わず、

軽自動車と衝突した。本件列車は、第１軸が進行方向左側に脱線した。

本件列車停止後、事故が発生した旨の車内放送を行った後、車外に出て軽自動

車が先頭車両左側床下に巻き込まれて大破していることを確認した。

その直後、軽自動車の運転者（以下「運転者」という ）が「大丈夫だ」と言。

いながら自力で脱出してきたこと及び軽自動車に同乗者がいないことを確認した

後、下之郷駅の運転指令に事故の発生を通報した。

その後、本件列車の転動を防止する措置を行い、乗客の中に負傷者がいないこ

とを確認した後、乗客約５０人を先頭車両の貫通扉に設置してある避難用はしご

を使い降車させ、線路外に誘導した。

なお、ブレーキの機能等に関しては、本件列車の乗務開始後事故に至るまでの

間に、特に異常は認められなかった。

、 、 、 。一方 運転者の口述によれば 事故に至るまでの経過は 概略次のとおりであった
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飲酒後３時間を経過し大丈夫だろうと思い、夕方のため前照灯を下向きに点灯

して軽自動車を運転し、別所線城下駅付近の北側を東西に走る国道１４３号線に

出ようとしたが、道に迷い、本件踏切に至る市道を南から北へ走行していた。

本件踏切の手前右側にある建物を過ぎ、本件踏切南側に設置されている標識等

があることには気付いたがその内容を認識せず、また、本件踏切にも気付かず、

そのまま約１５km/hの速度で運転していたところ、突然、右側から進行してくる

本件列車を発見したが、すでに本件列車は目前に迫っており、軽自動車フロント

右側が本件列車の先頭車両の左側と衝突し、そのまま引きずられた。

その後、軽自動車は、本件踏切の先にある下水渠に車の左側が落ち込み、その

反動で運転席を上に横倒しの状態で引きずられて停止した。

軽自動車が横倒しになったため、運転席から助手席に落下し、軽自動車が引き

ずられて停止するまで、その状態であった。停止後、足に痛みもなく動かせたの

で、自力で車外に出た。

（付図１、２、３、４、５及び写真１、２参照）

２.２ 人の死亡、行方不明及び負傷

運転者 軽傷

２.３ 鉄道施設及び車両の損傷に関する情報

2.3.1 鉄道施設の損傷状況

、(1) １ｋ１８０ｍ付近から１ｋ２０１ｍ付近にかけて軌間内の木まくら木上に

車輪のフランジによる走行痕が認められた。この区間における進行方向右側

のレール（曲線の内軌側レール）頭部内側と第１軸右側車輪フランジにより

生じた木まくら木上の痕跡との間隔は、約１６cmであった。

また、木まくら木３４本及びチョック１７個が損傷した。

(2) １ｋ１７９ｍ付近の進行方向左側のレール（曲線の外軌側レール）継目部

のレール踏面に 斜め外側に向かって軽自動車の塗色と同色の青色の塗料 以、 （

下「青色塗料」という ）の付着が認められた。また、継目板取付ボルト用の。

軌間内側のナット及びロックナットワッシャに軽自動車を巻き込んだ際に生

じたと思われる傷が認められた。

(3) 上記(2)の継目部付近のレール頭部内側に、進行方向斜め上に向かって擦っ

たような傷が認められた。

(4) １ｋ１９４ｍの遠方信号機のコンクリート柱に青色塗料の付着が、また、

同柱のはしごに変形が認められた。

（付図６参照）
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2.3.2 車両の損傷状況

先頭車両クハ７５５４のみが損傷しており、その主な損傷状況は次のとおり。

ジャンパー栓受け 脱落

乗務員室左側昇降ステップ 変形

左側スコッチ掛け 変形

屋根昇降ステップ 変形

第１軸左側排障器 変形

自動連結器錠開き装置 変形

（写真３、４参照）

２.４ 鉄道施設及び車両以外の物件の損傷に関する情報

軽自動車は、本件列車の先頭車両の床下に巻き込まれ、横倒しの状態で大破した。

（写真１参照）

２.５ 乗務員等に関する情報

本件列車運転士 男性３７歳

甲種電気車運転免許 平成元年６月１５日

軽自動車運転者 男性５２歳

第一種運転免許・普通自動車免許 昭和４２年７月７日

２.６ 鉄道施設及び車両に関する情報

2.6.1 鉄道施設

(1) 路線の概要

線 名 別所線

区 間 上田駅～別所温泉駅間

営業キロ １１．６km

単・複線の別 単線

動 力 電気（直流１，５００ボルト）

軌 間 １，０６７mm

駅 数 １５駅

最高運転速度 ６０km/h

設計通過トン数 ２百万トン/年

閉そく方式 自動閉そく式

踏切道数 ５９箇所

（ 、 、 ）第１種３４箇所 第３種３箇所 第４種２２箇所
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注：第１種 踏切遮断機及び踏切警報機が設置されている踏切道

第３種 踏切警報機が設置されている踏切道

第４種 踏切遮断機、踏切警報機がいずれも設置されていない踏切道

（付図１、２参照）

(2) 線路等の構造

① 事故現場付近の線路は、半径３００ｍの右円曲線、カント７０mm、勾配の

ない区間である。

(付図３参照)

② 事故現場付近の軌道構造は、３７kgレール、並まくら木１９ｍレール当た

り２８本（２５ｍ当たり換算３６本 、道床は砕石、厚さは２５０mmである。）

(3) 本件踏切の構造

踏切種別は、第４種踏切道で、踏切幅員１．２ｍ、長さ６．８ｍ、線路と踏切

との交角は右８０°、停止線付近における道路幅員は、線路の南側２．６ｍ、北

側１．９ｍである。

(付図３、４及び写真５、６、７、８、９参照）

2.6.2 車両

(1) 車両の概要

車 種 直流電車

編成両数 ２両

編成定員 ２５６人（座席定員８８人）

記号番号

クハ７５５４ デハ７２５４

●○ ○○ ○○ ○○ ●：脱線軸

←進行方向

使用開始年月 平成５年５月

（製造年月：昭和４３年１１月）

(付図７参照）

(2) ブレーキの状況

同社からの報告によれば、事故後、本件列車を回送する際に行ったブレーキの

機能の確認では、異常は認められなかったとのことであった。

２．７ 気象に関する情報

当時の事故現場付近の天気 曇り
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２．８ 事故現場に関する情報

2.8.1 脱線現場の状況

１ｋ１７９ｍ付近の外軌側（進行方向左側）レールの頭部内側に進行方向斜め

上に向かって長さ約１０cmの擦ったような傷が、また、１ｋ１８０ｍ付近から

１ｋ２０１ｍ付近まで、軌間内の木まくら木上に第１軸右側車輪のフランジによ

る走行痕が認められた。このため、第１軸の車輪は、１ｋ１８０ｍ付近において

落輪し、１ｋ２０１ｍ付近で停止したと認められる。

このことから、本件列車の事故後の停止位置は、先頭１ｋ２０３ｍ、最後尾１

ｋ１６７ｍであったと認められる。

（付図５、６及び写真２参照）

2.8.2 本件踏切の状況

本件踏切は、木舗装、道路はアスファルト舗装で、それぞれ通行者に対し支障

なく通行できる状態に維持されていた。

本件踏切は、二輪の自動車及び小型特殊自動車を除く自動車の通行が禁止され

ている踏切であり、その南北両側に、それを示す規制標識「二輪の自動車以外の

自動車通行止め」及び補助標識「小特を除く」の標識が設置されているほか 「踏、

切一旦停止」と書かれた警標と 「踏切あり左右確認」と書かれた踏切確認看板が、

設置されていた。さらに、本件踏切の南側すなわち軽自動車が進入してきた側に

は、本件踏切手前約３０ｍの地点に「この先車輌通り抜けできません」と書かれ

た看板が設置されていた。

本件踏切南側に設置されていた標識等の被視認性については、南側の規制標識

は北側の規制標識に比べ標識の斜めの帯及びわくの赤色が色あせていたものの、

事故発生約１ヶ月後の１１月２８日に事故発生と同じ時間帯に前照灯を下向きに

した状態で撮影したビデオの映像から判断して、事故当時においても軽自動車運

転席から十分視認できるものであったと認められる。

(付図４及び写真５、６、７参照）

2.8.3 本件踏切の見通し状況

本件踏切において、仮に、自動車で横断することを想定して南側停止線で停止

した場合の、自動車運転席から下り列車までの見通し距離は約１３０ｍである。

一方、下り列車の運転席から本件踏切を見通し得る距離は約１５０ｍである。

（写真９参照）

2.8.4 本件踏切における列車本数及び道路交通量
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本件踏切を通過する列車本数は、１日当たり６２本である。

これに対し、本件踏切における道路交通量は、平成１１年７月８日の踏切道実

態調査によれば、１日当たり二輪車１６台、軽車両（自転車を含む ）１９台、歩。

行者３７人である。

2.8.5 本件踏切における事故発生件数

平成１３年５月に、耕運機が列車と接触した事故が１件発生している。

３ 事実を認定した理由

3.1 軽自動車は、運転者の口述から、飲酒後３時間を経過し大丈夫だろうと思い運

転し、道に迷い、十分な被視認性がある各種の標識等が設置してあったにもかか

わらず、それらの標識等の内容を認識せず、かつ、本件踏切の存在そのものに気

付かなかったため、本件踏切に進入したものと推定される。

3.2 本件踏切の南側停止線で停止し、かつ、左右の安全を確認していれば、2.8.3

の本件踏切の見通し状況から列車が接近していることが確認できると思われるこ

とから、運転者は、口述にあるとおり停止線で停止せず、かつ、安全確認を行わ

なかったものと推定される。

また、本件列車の先頭車両最前部左側に損傷があることから、本件列車と軽自

動車は、本件踏切にほぼ同時に進入して衝突したものと推定される。

なお、運転士及び運転者の口述から、それぞれの本件踏切までの到達時間を試

算した結果を、参考まで付図４に示した。

3.3 運転士が本件踏切に進入しようとする軽自動車を発見したと口述している地点

（本件踏切の手前約２０ｍ）から軽自動車と衝突して脱線、停止した地点までの

距離は、約５１ｍである。

一方、参考までに運転士の口述による本件列車の走行速度３５～４０km/hを前

提として、本件列車の非常ブレーキによる停止距離を試算すると、約５２～６６

ｍとなり、上記の停止距離とほぼ一致する。

（付図５参照）

3.4 運転士の口述及び同社の報告によれば、本件列車の乗務開始後事故までの間及
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び事故発生後車庫に回送する間、本件列車のブレーキの機能に異常は認められな

かったこと、また、3.3に述べた本件列車の制動・停止状況から、非常ブレーキ

は正常に動作していたものと推定される。

3.5 3.2～3.4から、運転士は、本件踏切通過直前に本件踏切に進入する軽自動車を

発見し、直ちに非常ブレーキを使用したが間に合わず、軽自動車と衝突したもの

と推定される。

3.6 本件列車は、軽自動車と衝突後、軽自動車が本件踏切の先にある下水渠に落ち

込み、その反動で横倒しになったため、それまで引きずってきた軽自動車を先頭

車両床下に巻き込んだことにより、１ｋ１８０ｍ付近で第１軸が外軌側に脱線し

たものと推定される。

3.7 本件列車の車両及び脱線現場付近の鉄道施設には、脱線の要因となるような異

常は認められなかった。

４ 原 因

本事故は、運転者が、本件踏切南側に設置されている標識等の内容を認識せず、か

つ、本件踏切の存在に気付かず、本件踏切に進入したことから、本件列車の先頭部分

に衝突し、衝突後、本件列車が軽自動車を先頭車両床下に巻き込んだため、第１軸が

脱線したことによるものと推定される。

運転者が本件踏切の存在に気付かなかったのは、飲酒後に運転したことと道に迷っ

たことが関与したものと推定される。
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写真１ 先頭車両に巻き込まれた軽自動車の損傷状況

写真２ 先頭車両の前台車第１軸右側車輪の脱線状況

本件列車

進行方向

チョック
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写真３ 先頭車両の損傷状況（１）

自動連結器錠開き装置変形 ジャンパー栓脱落

屋根昇降ステップ変形

写真４ 先頭車両の損傷状況（２）

乗務員室左側昇降ステップ変形 スコッチ掛け変形左側

左側排障器変形

（回送時に取り外し）
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写真５ 本件踏切南側遠方からの見通し状況

軽自動車進入側

写真６ 本件踏切南側直近からの見通し状況

本件列車

進行方向

下水渠 軽自動車進入側
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写真７ 本件踏切北側直近からの見通し状況

本件列車

進行方向

写真８ 石田１号踏切道から本件踏切の見通し状況

本件踏切

本件列車進行方向

石田１号踏切道
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写真９ 本件踏切南側停止線付近から起点方の見通し状況


